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教育目標 

未来を開く豊かな心を持ち逞しく生きる人間の形

成をめざし、一人ひとりが自主的・主体的に学ぶ力

を育てる。 

校訓 規律 協同 責任 

教育方針 

１. 高校生としての調和のとれた発達を図る。 

２. 知識を深め、情操を豊かにし、実践力を養う。 

３. 社会の変化に対応できる能力を育成する。 

４. 国際社会に生きる日本人としての資質を養う。 

進路の実現 
 

◎３年間を見通した計画的な指導に

より、最後まであきらめさせない

進路指導を貫きます。 

 

◎ガイダンス機能を充実させ、生徒

一人ひとりの進路希望に応じたき

め細かい指導を展開します。 

 

◎各種進路行事を通して早期の進路

目標の形成、進路意識の高揚を図

ります。 

 

◎「主体的・対話的で深い学び」を実

現する日々の授業と、個人での自

律した学習を促進します。 

 

学力の向上 
 

◎対話による学びを取り入れ、考え

させる授業、考えを表現させる授

業、他の考えに触れ、思考を深め

る授業を展開します。 

 

◎分割による少人数授業を展開し、

個に応じた学力の伸長を図りま

す。 

◎ＩＣＴ機器の活用により、わかり

やすく、効率的な授業を実践する

とともに情報処理能力を高めさ

せます。 

◎タイム・マネジメント能力を高

め、「集中と効率」によって、文武

両道を実現します。 

 

豊かな人間性育成 
 

◎気品ある身だしなみと態度、規範

意識を育てます。 

 

◎学校行事や生徒会活動、部活動を

通して、自主自律の精神や創造

性、協調性などを育みます。 

 

◎生徒一人ひとりの理解に努め、カ

ウンセラーや保護者と連携し、悩

みや不安への支援を行います。 

 

◎安全や健康、命の尊厳についての

意識を高め、事故防止、心身の健

康保持、いじめ防止に努めます。 

 

 

保護者・地域との連携 
 

◎学校情報、進路情報の積極的な発

信に努め、保護者・地域との連携

を深めます。 

 

◎ＰＴＡ、同窓会等と連携しながら

生徒活動の充実を図ります。 

 

◎地域の行事、ボランティアに参加

し、社会性を養うとともに、地域

社会に積極的に貢献します。 

 

◎伝統ある「原高」としての誇りと

自覚を持ち、地域から信頼される

学校づくりに努めます。 

〇経営の方針 

進学指導重点校として、質の高い授業の実践と福島イノベーション人材育成実践事業の成果を生かした

探究活動に加え、保健・医療、教育への関心を高める取組を通して、生徒一人一人が自主的・主体的に学

ぶ力や向上心、探究心を身に付けた、未来を切り拓くリーダーとなる人材を育成する学校を目指します。 

そのための教育活動として、以下の 4点に力を入れて取り組みます。 

① 大学進学を見据え 30単位をベースとした教育課程編成と特別進学クラスを設け、確かな基礎学力

と応用力の養成に取り組みます。 

② 大学や企業、行政機関等と連携して、「福島イノベーション人材育成実践事業」等の成果を生か

し、地域・社会の課題解決等の探究活動を行います。 

③ 「教育コース」や「保健・医療コース」において、大学や地域の関係機関と連携し、体験学習、特

別講座及び講演会等を実施します。 

④ 自主・自立の精神や協調性・規範意識を育むために、学校行事や部活動、生徒会活動、ボランティ

ア活動等を推進します。 

 

運営上の重点目標 


